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はじめに 

「まとめシート」流！解法実況 平成 28 年度編（以下、本書）ごご覧いただきありがと

うございます。 

本書は、平成 28 年度の中小企業診断士２次試験の事例Ⅰ～Ⅲの解き方を解説した電子書

籍です。本書では姉妹本である、『「まとめシート」流！０から始める２次試験対策』で解説

した解き方を使って、２次試験の過去問をどのように解けば良いかを実況形式で説明して

います。 

本書をはじめとする「まとめシート」流！2 試験対策シリーズの目指すところは、２次試

験の 80分間で合格答案が書けるようになるということです。 

この「80 分間で」というところがポイントで、解説書によっては、長い時間をかけてじ

っくり詳細に分析すれば確かにそうなのかもしれないですが、本当に 80 分で対応可能なの

かわからないようなものもあります。しかし、実際の試験は 80 分という時間的制約の中で

対応しなければいけませんので、完璧すぎる分析を前提とすると対応が間に合わなくなって

しまう恐れがあります。 

そのため、本書では、時間的制約を強く意識しながら、80分で合格答案を書ききるための

プロセスや優先順位の考え方について特に力を入れて解説しています。 

本書を使って学習する際は、まずは本書を読まずに自分で実際に問題を解いてみてくだ

さい。そして、その後に自分の答案やプロセスを本書の解説と比較して、改善すべき点はな

いかを検討するようにしてください。 

毎回の過去問の振り返りをきっちりと行い、同じ間違いを本番では繰り返さないように、

原因と対策を考え続けていけば、合格は着実に近づいてきます。 

本書が読者の皆様の合格のお役に立てることを祈っております。 

令和元年８月５日 

中小企業診断士 

野網 美帆子 
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タイプ
A)情報整理
B)期待効果
レイヤ ー

1)経営戦略

タイプ
A)情報整理
B)期待効果
レイヤー

1)経営戦略

タイプ
C)助言
レイヤ ー

1)経営戦略

第1問（配点40点）
メ

業績が好調であったA社の3代目社長の時代に進められた事業展開について、 以

下の設問に答えよ。 り時期を限定

（設問1)
良かったこと

j.. 
当初立ち上げた 一般印刷事業などの巨亙亘目によってA社は成長を遂げること

ができた。そ4亘国として、 どのようなことが考えられるか。100字以内で述べ

ょ。

（設問2)

要囚は① 競争優位〇
② 
③ によって ↓ できたため

1990年代後半になっても売上の大半を学校アルバム事業が占めており、 A社の

3代目社長が推し進めt琶苧が大きな成果を上げてきたとはいえない状況であ

った。そ饂として、 どの贔、ゲエり麿考えられるか���:〗喜：
述べよ。

要因は①
② 

競争優位x
,J. 第2問（配点40点） ③ によって だったため

A社の現社長(5代目）の経堡巫逆に関連して、 五下万百r月に答えよ。
ら時期を限定 h 変化があった

（設問1)
¥ ぶ

A社が、 1新規のアルバム事業を拡大してい <I際に留意すべき点について 、 .flと

3)組織活性化

までの学校アルバム事業の展開との遠いを考庶しながら、中小企業診断士として、

どのよう叶匝口をするか。100字以内で述べよ。

違いは①
(i> 

留意点は①

（設問2)
② 

タイプ
8)期待効果
レイヤー

A社では、 これまで、学校アルバム事業を中核に据えたに能別組織体制Iを採用

2)組織構造
を

し
、二。たこ内複ご::間

で
全

社
的t竺�)��::�,:、

る組織
i�しt桓匝|

けどちょっと違う
機能別組織のデメリット

理由は① のため①
→新組織のメリット

← 期待させる効果
② ② を図ったから

機能別組織体制のデメリット
・意思決定の遅れ
・セクショナリズム
・全社的マネジメントできる人力惜肛ちにくい
• 利益責任の所在が不明確

新組織体制のメリット
・現場の状況に即応
・範囲の経済 ・人的資源や情報の共有

・組織スラックの活用

:JC-2A 
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